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ましからず」と強気な発言をしており、言道の本音が伺われる。金持ちをあからさまに非難するようなことはかつて言道にはみられなかった。 し、大坂での生活に慣れ くると、生活のためには、かえって金持ちの太鼓持ち 成り、金持ちに取り入るような歌があるかと思えば、そ 一方で、言道は、当時の歌壇文壇で高名な熊谷直好や萩原広道らと 交わりもあり、文人と 交流の輪が広がる。
 














































































































































































































































































































































































































































穴山健「 「 翻刻大言道自筆『 乙巳集』 」 福岡女子短大紀要４ ３ （ １ ９ ９ ２ ）
 
六

























飯塚で の 言道の 門人。 『 草径集』 上梓の 折にはかなりの 援助をした。 言
道の 序を伴う歌集『 豊後の 道の 記』 、 『 自詠集中抄』 などがある。
 
進藤康子「 大隈言道自筆資料『 自詠集中抄』 小林重治家集」 （ 九州情報大




『 類題和歌鴨川集』 、 長沢伴雄撰。 初編は嘉永元年、 二編「 次郎集」 は
同三年、 三編「 三郎集」 は同四年、 四編『 四郎集』 は同五年、 五編『 五郎集』 は同七年に出版。 総歌数一万千首。 紀州藩士で あっ たが、 獄中で 自刀したの で第五編で 終わっ た。
 
一三
 
進藤康子『言道の月次歌会「まとゐ」をめぐって─付翻刻九大本
『仲秋巻一』「香椎潟」第四二号
 
 進藤康子「野村望東尼『雜歌草稿
 二』─『向陵集』との關連において
(續
) 『文獻探究』四五号
 
進藤康子「望東尼『みのとしうまのとし』─『向陵集』との關連にお
いて
(下
) 『文獻探究
 』四四号参照。
 
一四
 
有明高専十八号「翻刻
 
野村望東自筆『講歌集』」穴山健翻刻。
 
一五
 
福岡今泉の人。登とも称す。無足組。廃藩後大宰府の神官となる
明治四三年没。八二歳。
 
一六
 
「己午」は安政四年であり、言道の出立も安政四年である事から
望東の書き間違 と思われる 安政三年と明記した項が数丁前にある
 
一七
 
言道門下。望東尼の歌友。
 
一八
 
四宮素行、琢蔵。言道門下。望東尼の縁者で彼女は我が子の様に
かわいがった。
 
一九
 
福岡市博多区二股瀬
 
二〇
 
野阪豊次郎常興。言道の高弟。『類題鴨川五郎集』に入集。
 
二一
 
次号にて 付す。
 
二二
 
高弟野阪常興が福岡から上坂し、暫く言道の身の回りの世話をし
た。
 
二三
 
熊谷直好。通称八十八．桂園門下。桂門十哲の一人。『古今集正
義序注追考』『浦の汐貝』等著す。文久二年没。八一歳。
 
二四
 
萩原広道。江戸後期の国学者。号は蒜園（にらぞ ）。備前の人。
本居宣長に私淑し、大国隆正に師事。著「源氏物語評釈」「本学提綱」など。文久三年没、四八歳。
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